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研究成果の概要（和文）：本研究は研究代表者の論文 Deficiencies of holomorphic curves in algebraic 
varieties（東北数学雑誌 2012）の射影的代数多様体に値を持つ整正則曲線ｆの除外指数を考察し底点を持つ一
次系に属する因子とｆについて以前に得られていた第2主要定理の精密化を行改良した．この定理を用いて，ｆ
の除外因子の集合の構造について，1次系をパラメトライズするようなグラスマン多様体を考察した.このような
グラスマン多様体上に新しい除外指数を定義して除外関係式を与えた.またこの観点から上述の論文で得られた
構造定理について1つの統一的な観点を与えた.

研究成果の概要（英文）：The investigator study the structure of deficient divisor of holomorphic 
curves in algebraic varieties. He give an structure theorem on the set of deficient divisors. Hw 
also show that there are holomorophic curves with  deficiencies.

研究分野： Complex　Analysis
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は多変数複素解析において，複素多様体間の有理型写像の定量的研究に関するものである．特に超越性が
引き起こす写像に対する様々な性質の解明に資するものである．本研究は複素解析学・複素解析幾何学において
基本的な重要性を持つ．多変数複素解析学は現在では物理学・情報分野の様々な分野で応用がなされており，写
像の性質の解明することは多方面への応用も期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１. 研究開始当初の背景

有理型写像・正則曲線の値分布において除外指数の性質については十分な研究がなされてい
なかった．研究代表者による論文Deficiencies of holomorphic curves in algebraic varieties
（東北数学雑誌 2012）により除外因子の集合の構造が考察され，除外指数の関数としての
性質が研究された．この結果をさらに精密化することが重要な課題である．

2．研究の目的

(1) 代数多様体に値を持つ有理型写像あるいは正則曲線について，その除外因子の集合の
構造定理を精密化する．　
(2) 代数多様体内の整正則曲線に対しアールフォルス・ヴァイルの理論，特に導来曲線の
理論を一般化する．更に除外因子の集合の構造定理を考察する．
(3) 除外因子を持つ正則曲線の構成について研究する．特に一次系との関係について研究
する．

3．研究の方法

(1) 解析的連接イデアル層に関する値分布論を活用して，一次系の底点の解析的性質と除
外因子との関係を調べる．
(2) クロフトン型積分公式等の積分幾何に関する結果を活用する．
(3) 古典的整関数論及び指数型写像の理論を活用する．

４．研究成果

(1) 射影的代数多様体M 内の整正則曲線 f の除外指数を考察した．底点を持つ一次系に
属する因子と fについて以前に得られていた第 2主要定理の精密化を行った．底点に関す
る個数関数と因子に関する個数関数との関係について考察した．底点に関する個数関数が
因子に関する個数関数に対してどのように影響を与えるかは重要な問題である．本研究で
はこの問題について考察し以前に得られていた第 2主要定理を改良した．これはW.Chen
による第 2主要定理に対応するものである．個数関数の打ち切りのレヴェルを決定するこ
とは困難である．打ち切りのレヴェルを決定することは非常に重要な問題であり，現在も
研究継続中である． 上記の論文において第 2主要定理を用いて f の除外因子の集合の構
造について構造定理を与えた．この構造定理を用いて，空でない底点を持つ 1次系と除外
指数 が対応することを示した．本研究ではこれを拡張して，このような 1次系をパラメ
トライズするようなグラスマン多様体を考察した．このようなグラスマン多様体上に新し
い除外指数を定義してその評価式（除外関係式）を与えた．またこの観点から上述の論文
で得られた構造定理について 1つの統一的な観点を与えた．
(2) M が n次元複素射影空間の場合に任意の効果的因子Dに対してDを除外因子に持つ
正則曲線・有理型写像の構成について研究した．特にDを含む一次系Λを有限個の一 次
系の和集合に分解し，その各々の部分一次系の上で異なる値を取る写像の構成について
研究した．これは特殊な写像の構成法であるが，現在まであまり研究がなされていなかっ
た．このような特殊な写像の構成は除外因子の集合の構造の解明に新しい知見を与えるも
のである．以前得られていた除外因子を持つ有理型写像の構成及び射影的複素代数多様体
M 内の正則曲線の除外因子の集合の構造についての構造定理の拡張を行った．すなわち



これらの諸結果を複素ユークリッド空間上に拡がった有限葉分岐被覆空間X 上 e定義さ
れ非特異射影的代数多様体に値を持つ有理型写像について拡張した．特にM が n次元複
素射影空間の場合に任意の効果的 因子Dを含むような一次系 Λを考察し，このDを除
外因子であって 0と 1の間の除外値を持つものを構成した．このΛを有限個の一次系の和
集合に分解しその各々の 部分一次系の上で異なる値を取るものが構成できることを示し
た．この証明では上述の構造定理と古典的な位数零の代数型関数論に関する結果が用いら
れる．更にX上定義された有理型写像 f に対し，以下の結果を示した．f をX上定義さ
れ射影的代数的多様体Mに値を持つ有理型写像について第 2主要定理型不等式を拡張し，
除外関係式を証明した．この除外関係式と拡張されたクロフトン型公式を用いて f の除
外因子の構造について研究した．LをM上のアンプル直線バンドルとしたとき |L|の部分
一次系Λを考察した．その結果除外因子の集合が高々可算個のM 上の一次系の和集合と
して表されることを証明した．
(3) 上記の研究 (2)における構成では，古典的な位数ゼロの代数型関数論に関する結果が
用いて除外因子に持つ正則曲線を構成した． この時得られた曲線は位数ゼロである．f
として Shiffmanが導入した n次元複素ユークリッド空間上の指数関数型の有理型写像を
用いて同様な結果が得られることを示した．更にこのｆの導来写像について考察し，同
様な構造定理が得られることを示した．超平面とは限らない効果的因除外因子Dを含む
ような一次系Λを考察し，このDを除外因子とする有理型写像を構成した．このΛを限
個の一次系の和集合に分解しその各々の部分一次系の上で異なる値を取るものが構成で
きることを示した．特に非負の任意の整数 ρを与えたとき ρを 位数に持つような整正則
曲線が常に存在することを証明した．構成した整正則曲線の位数 ρが正である場合は構成
の方法から Λ が有限個の与えられた個数を持つ部分一次系への分解されることは比較的
容易にわかる．整正則曲線 f の位数がゼロの場合にも同様の分解が常に存在することを
spread relation を用いて証明した．

　以上の成果は研究会等で発表済みであり，現在論文を準備中である
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